
パシフィコ横浜 ３R 活動優良事業所 認定基準項目への取組み

①分別排出の徹底 ②従業員への環境教育の実施 ③発生抑制の推進 ④再資源化の推進 ⑤消費者に対するPRの推進

パシフィコ横浜の分別について

産業廃棄物 もっぱら物 一般廃棄物

＜組織の分別意識の醸成＞

①分別排出の徹底 【項目1 】

◆パシフィコ横浜施設内から発生する廃棄物を再資源化しや

すいように分類するゴミ箱を設置し、バックヤードにて再分

別化の選別作業をする

②従業員への環境教育の実施 【項目2 】

◆分別排出の徹底を図るために、廃棄物分別案内を作成

◆全従業員へ、廃棄物講習会を実施

各工場でのリサイクル処理 古紙リサイクル 横浜市
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記録者
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きれいな紙コップ、紙パックは再生紙類にて計量して下さい。

ペーパータオルは再生紙で丸印して下さい。0.5kg

割れ物、金属は、別途保管して下さい。

※混合/粗大と一緒にしないで下さい。
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＜見える化による発生抑制＞
③発生抑制の推進（廃棄物の見える化） 【項目6 】

◆分別、計量、記録により発生場所や種類、発生量の確認が

できる仕組みを構築

◆イベント毎の排出実績

（利用者への実績提示・次回開催時の排出抑制）

パシフィコ横浜では廃棄物の「見える化」を実現

◆種類別の発生量及びリサイクル率の集計（月次・年次）

＜持続可能な社会の実現に向けて＞

④再資源化の推進 【項目3 】

◆パシフィコ横浜施設内の廃棄物（焼却プラ・食品残渣）を燃料とする電力を

臨港パークへ供給する仕組みを構築

⑤消費者に対するPRの推進 【項目10 】

◆パシフィコ横浜から発生する廃棄物のリサイクルフローを作成し

100％リサイクルに向けた取り組みをPR

（※会議センター2階及び展示ホール2階に設置）

創電割Ⓡ


